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TENDO

天童南部小の６年生が代々受け継いできた「維新軍楽隊」。功績が
認められ、県より「山形ふるさと塾」活動賞をいただきました。こ
れからもふるさとを愛する豊かな心を育んでいきます。

１２月定例会
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市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
、
天
童
市
議
会
に

対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
東
北
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
本
市
に

お
い
て
も
風
評
被
害
な
ど
多
く
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
震
災
に

よ
る
福
島
県
か
ら
の
避
難
者
対
策
な
ど
長
期
に
わ
た
る
支
援
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
市
民
の
み
な

さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
よ
う
、
地
震
や
洪
水
な
ど
に
対
す
る

防
災
対
策
に
万
全
を
期
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
市
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
い
て
、
２２
人
の
議
員
が
市

民
の
負
託
を
受
け
当
選
し
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の
職
責
の
重
さ
を
実
感

し
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
現
状
は
、
地
方
分
権
社
会
の
到
来
を
受
け
、
自
己
責

任
・
自
己
決
定
に
よ
る
自
治
体
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
力
量

が
試
さ
れ
て
い
る
時
代
で
す
。
市
議
会
で
は
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
て
、
昨
年
、
議
会
改
革
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
議
会
の

改
革
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
誠
心
誠
意

尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て

議
長

水

戸

保

副
議
長

鈴
木
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一

議

員
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狩
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光
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平成２３年度第５回市議会定例会（１２月
定例会）は、１１月３０日から１２月１５日までの
１６日間の会期で開かれました。
工事契約の締結と人事案件の２議案は、
初日の本会議で採決が行われました。そ
のほか、平成２３年度一般会計補正予算を
はじめとする予算議案９件及び条例議案
等８件については、予算特別委員会及び
所管常任委員会に付託され、各委員会で
審査後、最終日の本会議で採決が行われ
ました。
また、最終日の本会議で、委員会提出
議案２件、議員提出議案３件が提出され
採決も行われました。
（採決結果は１０ページ、意見書は１１ページ、
請願審査結果は１４ページに掲載していま
す。）

会例定月１２
審 議 日 程

内 容

本会議（会期の決定、提案理由の説明、予算特
別委員会の設置など）

予算特別委員会（正副委員長の互選）

本会議（市政に対する一般質問）

総務教育常任委員会（付託案件の審査など）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査など）

経済建設常任委員会（付託案件の審査など）

予算特別委員会（付託案件の審査）

予算特別委員会（討論、採決）

本会議（委員長報告、質疑、討論、採決など）

月 日

１１．３０

１２．５
１２．６

１２．７

１２．８

１２．９

１２．１２

１２．１５

平成24年2月1日発行 （2）



１１

特集

議議
会会
改改
革革
検検
討討
委委
員員
会会
をを
設設
置置

議議
会会
改改
革革
検検
討討
委委
員員
会会
をを
設設
置置

平
成
２３
年
１２
月
１５
日
に
、

議
会
改
革
検
討
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

議
会
改
革
検
討
委
員
会
で
は
、

時
代
に
即
し
た
議
会
を
目
指
し
て

議
会
改
革
の
検
討
項
目
（
議
会
運

営
、
議
員
定
数
等
）
を
整
理
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
後
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
法
令
に
基
づ
く
「
議

会
改
革
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し

て
、
議
会
改
革
の
実
現
に
向
け
て

の
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

検
討
委
員
会
は
、
各
会
派
の
代

表
１０
人
（
無
会
派
か
ら
１
人
）
で

構
成
さ
れ
、
委
員
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。
ま
た
、
委
員
長
に
結
城

義
巳
議
員
、
副
委
員
長
に
山
崎
諭

議
員
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

結
城
委
員
長
は
「
時
代
の
変
化

と
共
に
、
議
会
も
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
市
民
に
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
目
指
し
、
議
論
を
深
め

改
革
し
て
い
き
た
い
。」
と
、
決
意

を
語
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
月
１７
日
に
第
２
回
議

会
改
革
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

各
会
派
等
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
議

会
改
革
の
検
討
項
目
に
つ
い
て
の

内
容
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
の
議
会
改
革
検
討
委
員
会
は

２
月
１０
日
に
開
催
し
、
検
討
項
目

を
整
理
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
、
議
会
改
革
に
関
す
る
協

議
内
容
は
、
随
時
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

１月１７日に開催した第２回議会改革検討委員会

天
童
市
議
会
で
は
、
平
成
１３
年

４
月
１
日
か
ら
、
議
会
活
性
化
及

び
内
部
組
織
化
を
推
進
す
る
た
め
、

会
派
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
会
派
」
と
は
、
志
を
同

じ
く
す
る
市
議
会
議
員
の
集
ま
り

を
言
い
ま
す
。
所
属
政
党
や
主
義

主
張
を
同
じ
く
す
る
議
員
３
人
以

上
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
市
議
会

内
に
お
け
る
政
治
的
行
動
を
し
て

い
ま
す
。

「
政
党
」
と
は
、
政
治
的
な
目

的
を
有
し
、
そ
の
目
的
達
成
の
た

め
に
政
治
的
な
活
動
を
す
る
結
社

で
、
そ
の
結
成
に
対
し
て
は
政
治

資
金
規
正
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
「
会
派
」
と
は
、

市
議
会
内
部
の
手
続
き
を
踏
ん
で

自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
点
に

お
い
て
、「
政
党
」
と
は
別
の
組
織

で
す
。

市
議
会
の
運
営
に
関
す
る
重
要

な
事
項
は
、
ま
ず
会
派
内
に
お
い

て
協
議
さ
れ
、
次
に
各
会
派
間
に

お
い
て
交
渉
協
議
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
本
市
議
会
に
お

い
て
は
、
こ
の
交
渉
の
場
と
し
て
、

各
派
代
表
者
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。な

お
、
議
長
は
、
議
員
全
員
に

対
し
中
立
、
公
平
を
保
つ
意
味
か

ら
、
就
任
期
間
中
は
会
派
を
離
脱

し
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
１０
月
に
届
出
が
あ
っ

た
、
現
在
の
会
派
は
３
つ
で
、
構

成
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

議
会
で
は
⑮

今
回
は

会
派
に
つ
い
て

天童市議会会派構成名簿 平成２３年１０月５日現在

役 職
会長

幹事長

副会長

副会長

会計

会長

幹事長

副会長（会計）

副会長

代表

副代表

幹事長（会計）

※会派に所属しない議員：伊藤和子・石垣昭一・茂木孝
雄・水戸保（議長）

○天童市議会会派及び各派代表者会規程（抜粋）
（会派）
第２条 議員が会派を結成したときは、会派の代表者は、
会派結成の日から５日以内に会派結成届を議長に提出
しなければならない。以下略。

２ 前項の会派の結成には、３人以上の所属議員がなけ
ればならない。

（各派代表者会）
第３条 天童市議会に各会派間の意見の調整、連絡及び
協議等をするため各派代表者会（以下「代表者会」と
いう。）を置く。

（協議事項等）
第４条 代表者会の協議事項等は、おおむね次のとおりとする。
（１）会派に関すること。
（２）議員の身分に関すること。
（３）人事に関すること。
（４）各種委員に関すること。
（５）慶弔に関すること。
（６）前各号に掲げるもののほか、議長が必要と認めること。
（組織）
第５条 代表者会は、各会派の代表者７人をもって組織する。

議員氏名
伊藤 護國

村山 俊雄

鈴木 照一

小松 善雄

山崎 諭

赤塚幸一郎

山口 桂子

矢萩 武昭

遠藤 敬知

水戸 芳美

武田 正二

結城 義巳

松田 光也

後藤 和信

淺井 健一

狩野 佳和

木村 竹虎

海鋒 孝志

会派名

清 新 会

１１人

自公・政和会

４人

民主市民クラブ

３人

委員名
結城 義巳
山崎 諭
伊藤 和子
伊藤 護國
赤塚幸一郎
木村 竹虎
矢萩 武昭
松田 光也
狩野 佳和
村山 俊雄

職 名
委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

（3） てんどう市議会だより №135



�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

安全・安心

市政に対する一般質問は、１２月５日・６日の
２日間の日程で、１３人の議員が行いました。
市長の選挙公約（マニフェスト）の進捗のほ

か、防災対策や教育環境の整備等について、市
長、教育長等の見解を求めました。

災
害
に
強
い
地
域
防
災
体
制
を

武
田
正
二
議
員

今
回
の
大
震

災
の
教
訓
か

ら
、
今
後
自
主

防
災
会
へ
知
識
と
技
術
を
普
及
さ

せ
る
た
め
に
、
市
と
し
て
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
。
支
援
が
必
要

な
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
な
ど
へ

の
避
難
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
自

主
防
災
会
と
行
政
と
の
役
割
分
担

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た

一
時
避
難
場
所
は
十
分
に
確
保
さ

れ
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長

自
主
防
災
会
へ
の
知

識
・
技
術
の
普
及
に
つ
い
て
は
、

非
常
時
の
初
動
活
動
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
周
知
や
、
各
種
訓
練
の
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
に
よ
り
、

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
努
め
て
き
た
。

ま
た
、
各
自
主
防
災
会
相
互
の

連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
小
学
校

学
区
ご
と
に
自
主
防
災
会
連
絡
会

の
設
立
を
推
進
し
て
い
る
。
今
後

と
も
、
各
自
主
防
災
会
の
判
断
で
、

初
期
消
火
や
救
出
・
救
助
等
の
初

動
活
動
を
迅
速
に
実
施
で
き
る
よ

う
指
導
・
育
成
し
て
い
き
た
い
。

要
援
護
者
の
避
難
支
援
活
動
に

つ
い
て
は
、
避
難
す
る
時
間
に
余

裕
が
あ
る
場
合
は
、
福
祉
部
局
を

中
心
と
し
た
要
援
護
者
避
難
支
援

班
が
、
自
主
防
災
会
や
民
生
委
員

等
に
連
絡
し
な
が
ら
、
消
防
団
等

に
よ
る
避
難
誘
導
を
実
施
す
る
。

災
害
発
生
か
ら
避
難
す
る
時
間
的

な
余
裕
が
な
い
場
合
は
、
自
主
防

災
会
等
に
要
援
護
者
の
避
難
支
援

を
お
願
い
し
て
い
る
。

一
時
避
難
場
所
は
、
ほ
ぼ
確
保

さ
れ
て
い
る
が
、
公
園
な
ど
が
少

な
い
地
域
で
は
不
足
し
て
い
る
。

地
域
内
の
協
力
に
よ
り
、
避
難
で

き
る
場
所
を
確
保
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

消防本部の指導を受け、
救出・救助訓練を行う

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

★
清
新
会

武
田
正
二
議
員

＊
安
全
・
安
心
に
対
す
る
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

＊
教
育
環
境
づ
く
り
に
対
す
る

市
の
考
え
に
つ
い
て

水
戸
芳
美
議
員

＊
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
ド

モ
ス
）
の
運
用
に
つ
い
て

＊
観
光
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
運
用
に
つ
い
て

＊
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

矢
萩
武
昭
議
員

＊
職
員
の
適
正
管
理
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

山
口
桂
子
議
員

＊
新
わ
ら
べ
プ
ラ
ン
（
後
期
計

画
）
に
お
け
る
母
子
保
健
事

業
に
つ
い
て

＊
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
支
援
に
つ
い
て

＊
天
童
市
の
防
災
に
つ
い
て

赤
塚
幸
一
郎
議
員

＊
市
長
公
約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

の
達
成
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

伊
藤
護
國
議
員

＊
観
光
・
も
の
づ
く
り
日
本
一

の
観
光
振
興
に
つ
い
て

＊
子
育
て
支
援
日
本
一
へ
の
挑

戦
に
つ
い
て

＊
企
業
誘
致
と
雇
用
の
確
保
に

つ
い
て

★
自
公
・
政
和
会

松
田
光
也
議
員

＊
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

能
被
害
に
つ
い
て

＊
西
部
地
域
の
洪
水
対
策
に
つ
い
て

＊
合
理
的
な
行
政
組
織
の
機
構

改
革
に
つ
い
て

結
城
義
巳
議
員

＊
景
気
・
雇
用
対
策
に
つ
い
て

＊
天
童
高
原
整
備
開
発
基
本
構

想
に
つ
い
て

後
藤
和
信
議
員

＊
不
育
症
に
つ
い
て

＊
前
立
腺
が
ん
の
予
防
に
つ
い
て

＊
心
の
病
の
早
期
発
見
に
つ
い
て

★
民
主
市
民
ク
ラ
ブ

狩
野
佳
和
議
員

＊
天
童
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

＊
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
応
援

に
つ
い
て

＊
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
に
つ
い
て

★
会
派
に
属
し
な
い
議
員

茂
木
孝
雄
議
員

＊
行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

＊
天
童
市
民
病
院
の
経
営
の
あ

り
か
た
に
つ
い
て

＊
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ

い
て

石
垣
昭
一
議
員

＊
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と
対

策
に
つ
い
て

＊
今
冬
の
除
雪
方
針
に
つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
発
達
障
が
い
児
へ
の
対
応
と

対
策
に
つ
い
て

＊
国
が
す
す
め
よ
う
と
し
て
い

る
「
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
」
の
状
況
を
ど
う
と
ら

え
、
ど
う
対
応
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か

平成24年2月1日発行 （4）
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ド モ ス
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職員管理
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乳幼児健診

ド
モ
ス
の
現
状
と

運
行
見
直
し
予
定
は

水
戸
芳
美
議
員

市
営
バ
ス
か

ら
予
約
制
乗
合

タ
ク
シ
ー
（
ド

モ
ス
）
に
変
わ
っ
て
か
ら
１
年
が

経
過
し
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に

現
状
を
評
価
し
、
市
民
と
利
用
者

の
意
見
や
要
望
を
集
約
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
本
市
の
理
想
と
な
る

運
行
体
系
に
近
づ
け
る
た
め
、
い

つ
見
直
し
を
図
り
、
い
つ
か
ら
改

善
さ
れ
た
「
定
路
線
乗
合
型
・
区

域
乗
合
型
」
の
運
行
と
な
る
の
か
。

山
本
市
長

２２
年
９
月
か
ら
運
行

を
開
始
し
た
予
約
制
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
、
２３
年
４
月
に
区
域
型
の

導
入
等
を
図
り
、
現
在
、
３
路
線
、

１
区
域
で
運
行
し
て
い
る
。
山

口
・
田
麦
野
に
は
区
域
型
を
導
入

し
、
戸
口
輸
送
と
し
た
た
め
、
利

便
性
は
向
上
し
て
い
る
が
、
団
体

利
用
の
減
に
よ
り
、
利
用
者
数
は
、

全
体
的
に
減
少
し
て
い
る
。

利
用
者
か
ら
は
、
現
在
の
運
行

の
継
続
を
望
む
声
が
多
い
。
高
齢

者
か
ら
は
、
通
院
に
適
し
た
運
行

時
間
帯
へ
の
変
更
や
増
便
の
要
望

も
あ
る
が
、
来
年
度
は
現
在
と
同

じ
運
行
を
継
続
す
る
計
画
で
あ
る
。

今
後
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

貴
重
な
ご
意
見
等
を
参
考
に
し
、

関
係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら
、
新

た
な
運
行
形
態
に
つ
い
て
、
調
査

検
討
し
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

親
切
な
応
対
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

矢
萩
武
昭
議
員

「
職
員
の
育

成
と
勤
務
評
定

の
実
施
に
つ
い

て
」
評
定
の
な
い
と
こ
ろ
に
人
事

管
理
は
な
い
。
適
正
な
評
価
の
下

に
適
正
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
可
能
で
あ
る
。
高
度
な
知
識
・

能
力
よ
り
も
、
幅
広
い
教
養
に
裏

打
ち
さ
れ
た
親
切
な
応
対
・
接
遇

が
求
め
ら
れ
る
。「
職
員
の
勤
務
の

実
態
と
職
員
の
在
り
方
」
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
い
た
だ
き
た

い
。

山
本
市
長

社
会
経
済
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
市
民
の
行
政

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
複
雑
多
様

化
し
て
い
る
。
よ
り
良
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
行
政
の
プ
ロ
と
し
て

時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
や
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
改
革
が
重
要
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
職
員
の
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
て
組
織

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
２２
年

１０
月
に
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
、

試
行
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
導

入
に
よ
り
、
能
力
・
実
績
に
基
づ

く
人
事
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

適
材
適
所
の
人
事
配
置
、
職
員
の

意
識
改
革
、
能
力
開
発
、
勤
務
意

欲
の
向
上
な
ど
を
よ
り
一
層
推
進

し
、
公
務
能
率
の
増
進
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

５
歳
児
健
診
の
実
施
に
つ
い
て

山
口
桂
子
議
員

発
達
障
が
い

の
症
状
は
、
乳

幼
児
期
か
ら
幼

児
期
に
か
け
て
現
れ
、
軽
度
発
達

障
が
い
の
早
期
発
見
は
「
５
歳
児

健
診
」
が
有
効
と
言
わ
れ
て
い
る
。

親
の
理
解
も
含
め
、
周
囲
の
関
わ

り
方
に
よ
り
改
善
さ
れ
、
そ
の
子

が
集
団
の
中
で
自
信
を
持
っ
て
生

活
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
新
わ
ら

べ
プ
ラ
ン
に
あ
る
計
画
ど
お
り
に

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

山
本
市
長

本
市
の
乳
幼
児
健
康

診
査
は
、
４
か
月
児
、
１
歳
６
か

月
児
、
３
歳
児
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
。
健
診
結
果
に
よ
り
精
密

検
査
や
経
過
観
察
が
必
要
な
場
合

は
、
そ
の
経
過
を
把
握
し
、
必
要

に
応
じ
て
定
期
健
康
相
談
等
を
勧

め
て
い
る
。

５
歳
児
健
診
は
、
３
歳
児
健
診

時
に
は
発
見
困
難
な
発
達
障
が
い

の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
、
県

内
の
一
部
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
５

歳
児
健
診
の
実
施
を
、「
新
わ
ら
べ

プ
ラ
ン
」
に
新
規
事
業
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
た
が
、
主
体
と
な
る

専
門
医
や
臨
床
心
理
士
が
不
足
し

て
お
り
、
現
時
点
で
は
実
施
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
発
達
障
が
い
の
早
期

発
見
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
現
在

実
施
し
て
い
る
巡
回
訪
問
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
保
育

関
係
者
に
対
し
、
発
達
障
が
い
に

関
す
る
情
報
の
周
知
に
努
め
て
い

き
た
い
。

乳幼児健康診査で発育・発達をチェック

（5） てんどう市議会だより №135
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公約の進捗

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

中学校整備
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放射能汚染

今
後
の
市
役
所
改
革
の取

組
み
は

赤
塚
幸
一
郎
議
員

市
長
の
選
挙

公
約
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
達
成
状

況
の
確
認
と
未
達
成
部
分
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
基
本
と
な
っ
て

い
る
市
役
所
改
革
を
行
う
に
つ
い

て
は
、
市
民
目
線
か
ら
見
れ
ば
、
そ

の
効
果
・
評
価
は
低
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
残
り
任
期
１
年
で
本

気
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長

子
育
て
支
援
日
本
一

へ
の
挑
戦
で
は
、
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
を
は
じ
め
、
多

く
の
新
た
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
市
民
満
足
度
・
重
要
度
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
も
、
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

次
に
観
光
・
も
の
づ
く
り
日
本

一
へ
の
挑
戦
で
は
、「
サ
ク
ラ
ン
ボ

結
実
強
化
支
援
」
と
「
不
耕
起
Ｖ

字
溝
直
播
き
等
の
取
組
支
援
」
に

つ
い
て
は
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て

い
る
。「
生
産
物
の
価
格
変
動
補

償
」
に
つ
い
て
は
、
市
単
独
で
の

実
施
が
困
難
な
た
め
、
国
や
県
の

制
度
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
市
役
所
改
革
に
つ
い

て
は
、
事
務
事
業
の
恒
常
的
な
改

善
・
改
革
を
図
っ
て
き
た
。
今
後

も
私
が
掲
げ
る
３
つ
の
日
本
一
の

実
現
の
た
め
、
積
極
的
に
市
役
所

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

中
学
校
に
お
け
る

教
育
環
境
の
整
備
は

伊
藤
護
國
議
員

新
築
移
転
す

る
第
一
中
学
校

の
施
設
整
備
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
設
備
に
す

る
の
か
。
ま
た
老
朽
化
し
て
い
る

第
二
中
学
校
、
第
三
中
学
校
に
つ

い
て
も
、
早
急
に
大
規
模
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
、
こ
れ
ら
の
整
備
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

水
戸
部
教
育
長

第
一
中
学
校
の

改
築
に
当
た
っ
て
は
、
生
徒
が
学

習
に
励
み
、
生
き
る
力
と
深
み
の

あ
る
品
格
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

学
校
づ
く
り
と
、
将
来
の
教
育
環

境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
施
設
を

目
指
し
て
い
る
。
基
本
設
計
で
は
、

通
気
性
を
確
保
し
な
が
ら
教
室
の

配
置
に
も
配
慮
し
て
い
る
。
暖
房

設
備
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

の
高
い
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン

を
導
入
す
る
計
画
で
あ
る
。

築
後
４０
年
を
経
過
し
て
い
る
第

二
中
学
校
、
第
三
中
学
校
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。
耐
震
補
強
工
事
に
合

わ
せ
て
、
普
通
教
室
等
の
大
規
模

改
造
を
行
い
た
い
。
暖
房
設
備
は
、

第
一
中
学
校
と
同
様
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
エ
ア
コ
ン
を
採
用
し
た
い
。

第
四
中
学
校
も
築
後
２０
年
を
経
過

し
、
暖
房
設
備
の
老
朽
化
が
目
立

つ
た
め
、
他
中
学
校
と
同
様
の
暖

房
設
備
に
改
修
し
た
い
。

子
ど
も
を
守
る
た
め
の

放
射
線
量
測
定
を

松
田
光
也
議
員

放
射
能
汚
染

に
よ
っ
て
、
今

後
起
こ
り
う

る
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
想
定
し
た

安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の

確
保
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
地
上
１
㍍

の
高
さ
で
測
定
し
て
い
る
国
と
県

の
指
導
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
考

慮
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

子
ど
も
を
守
る
放
射
線
量
測
定
を

す
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長

市
内
の
放
射
線
量
の

測
定
に
つ
い
て
は
、
５
カ
所
の
定

点
観
測
の
ほ
か
、
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
及
び
プ
ー
ル
に
お
い
て
実
施

し
て
い
る
。
２３
年
１１
月
１
日
か
ら

は
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
の
ほ
か
、
人
が
集
ま
る
各

施
設
に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
が

示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

放
射
性
物
質
が
た
ま
り
や
す
い
側

溝
や
雨
樋
を
中
心
に
測
定
し
て
い

る
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
測

定
す
る
高
さ
は
、
地
表
か
ら
１
㍍

の
地
点
で
あ
る
が
、
本
市
に
お
い

て
は
、
万
全
を
期
す
た
め
に
１
㍍

の
ほ
か
、
５０
㌢
の
高
さ
で
の
測
定

も
実
施
し
て
い
る
。
適
正
な
測
定

方
法
に
係
る
専
門
的
な
事
項
に
つ

い
て
は
、
今
後
と
も
、
国
・
県
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

小・中学校の敷地内で放射線量を測定

平成24年2月1日発行 （6）
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雇用対策
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不 育 症
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学校整備

給
与
低
所
得
者
の

雇
用
問
題
解
決
へ

結
城
義
巳
議
員

平
成
１６
年
３

月
に
労
働
者
派

遣
法
が
施
行
さ

れ
、
製
造
業
の
現
場
へ
も
派
遣
が

可
能
と
な
り
、
年
収
２
０
０
万
円

以
下
の
労
働
者
が
多
く
な
っ
た
。

全
国
で
は
給
与
所
得
者
の
２３
％
、

天
童
市
で
は
４１
％
に
も
達
し
て
い

る
。
給
与
が
低
く
、
結
婚
も
で
き

な
い
現
状
に
あ
る
。
労
働
者
派
遣

関
係
法
令
の
改
正
を
全
国
市
長
会

等
で
主
張
し
て
ほ
し
い
。

山
本
市
長

労
働
者
派
遣
法
は
、

派
遣
会
社
や
派
遣
先
企
業
が
守
る

べ
き
ル
ー
ル
を
定
め
た
法
律
で
あ

る
。
こ
の
法
律
は
昭
和
６１
年
に
施

行
さ
れ
、
そ
の
後
平
成
１６
年
３
月

か
ら
、
港
湾
業
務
、
建
設
業
務
、

警
備
業
務
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
職

種
で
派
遣
労
働
が
可
能
と
な
り
、

派
遣
で
き
る
仕
事
の
種
類
が
原
則

自
由
化
さ
れ
、
企
業
側
が
派
遣
労

働
者
を
使
い
や
す
い
環
境
が
整
備

さ
れ
た
。

派
遣
労
働
者
の
様
々
な
問
題
を

解
消
し
、
派
遣
事
業
の
適
正
な
運

営
確
保
と
派
遣
労
働
者
の
雇
用
安

定
、
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
派
遣

元
及
び
派
遣
先
双
方
で
の
法
令
順

守
の
徹
底
が
必
要
で
あ
る
。
市
と

し
て
は
、
国
民
的
な
幅
広
い
議
論

を
経
た
う
え
で
、
適
切
な
派
遣
労

働
者
の
保
護
が
行
わ
れ
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

不
育
症
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

後
藤
和
信
議
員

胎
児
の
染
色

体
の
異
常
や
子

宮
の
奇
形
な
ど

の
原
因
で
、
流
産
や
死
産
を
２
回

以
上
繰
り
返
し
、
そ
の
結
果
と
し

て
子
ど
も
を
授
か
る
こ
と
が
で
き

な
い
家
族
が
い
る
。
多
く
の
市
民

に
不
育
症
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
①
市
報
等
で
の
周
知
を
す

べ
き
で
な
い
か
。
②
気
軽
に
相
談

で
き
る
体
制
を
整
備
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

山
本
市
長

不
育
症
治
療
は
、
一

般
に
は
ま
だ
認
知
度
が
低
く
、
専

門
医
療
機
関
も
少
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
周
知
の
方
法
も
含
め
て
、

国
な
ど
の
動
向
を
踏
ま
え
、
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

不
育
症
治
療
は
、
特
定
不
妊
治
療

と
と
も
に
、
少
子
化
対
策
の
一
つ

の
方
策
と
認
識
し
て
い
る
が
、

国
・
県
の
助
成
制
度
も
整
備
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

の
経
済
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、

困
難
と
考
え
て
い
る
。

相
談
業
務
に
つ
い
て
は
、
妊
娠

届
出
の
受
理
に
際
し
て
保
健
師
等

が
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。
相
談

で
は
、
妊
娠
や
出
産
、
育
児
に
対

す
る
不
安
の
解
消
な
ど
に
つ
い
て
、

き
め
細
か
な
助
言
や
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
不
育
症
を
含
め
、妊
娠
、

出
産
に
関
す
る
精
神
的
な
支
援
を
、

今
後
充
実
し
て
い
き
た
い
。

小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
に
つ
い
て

狩
野
佳
和
議
員

市
内
の
一
部

の
小
・
中
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
水
は
け
が
悪
く
乾
き
も
遅
い
。

計
画
で
は
暗
渠
工
事
の
予
定
だ
が
、

同
時
に
①
大
震
災
時
の
収
容
避
難

場
所
の
た
め
、
生
活
用
水
と
し
て

利
用
す
る
雨
水
を
溜
め
る
地
下
貯

水
槽
を
造
り
、
②
外
で
遊
ぶ
子
ど

も
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
裸
足

の
教
育
の
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を

芝
生
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

水
戸
部
教
育
長

小
・
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
年
次
計
画
に
よ

り
、
順
次
、
排
水
の
暗
渠
工
事
等

を
行
い
整
備
し
て
い
る
。
現
在
未

整
備
の
学
校
は
、
長
岡
小
、
天
童

南
部
小
、
高
擶
小
、
成
生
小
の
４

校
で
あ
る
。
災
害
時
の
生
活
用
水

を
確
保
す
る
場
合
は
、
プ
ー
ル
の

水
を
利
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
１９
年
８
月
に
、
本
市

と
天
童
地
区
地
下
水
利
用
対
策
協

議
会
の
事
業
所
と
の
間
に
、
自
然

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
生
活
用

水
を
確
保
す
る
目
的
で
、
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
災
害
時
に
は
無

料
で
生
活
用
水
の
提
供
も
可
能
で

あ
る
た
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
貯
水

槽
を
設
置
す
る
必
要
性
は
低
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化

に
は
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

定
期
的
に
芝
の
養
生
期
間
を
設
け

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
１
年
間
を

通
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
で
き

な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
維
持

費
や
手
間
も
要
す
る
こ
と
か
ら
、

芝
生
化
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は

難
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

小・中学校グラウンドの暗渠工事

（7） てんどう市議会だより №135
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市民病院
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放射能汚染
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発達障がい

医
師
確
保
の
た
め
の

抜
本
的
な
対
策
は

茂
木
孝
雄
議
員

市
民
病
院
の

累
積
欠
損
額
は

２６
億
円
と
巨

額
。
医
師
不
足
の
状
況
下
、
改
革

プ
ラ
ン
の
達
成
は
厳
し
く
、
赤
字

基
調
は
続
く
。
市
民
満
足
度
の
高

い
診
療
体
制
に
も
な
っ
て
い
な
い
。

赤
字
構
造
の
ま
ま
、
中
途
半
端
な

病
院
経
営
を
続
け
る
こ
と
を
市
民

は
許
容
で
き
な
い
。
市
長
と
病
院

事
業
管
理
者
は
、
医
師
確
保
の
た

め
の
抜
本
的
な
施
策
を
ど
う
実
行

し
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

松
本
病
院
事
業
管
理
者

市
民
病

院
は
、
２２
年
度
に
経
営
形
態
を
見

直
し
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部

適
用
を
行
っ
た
。
医
療
機
関
と
の

連
携
強
化
を
は
じ
め
、
３
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
効
率

的
な
病
院
運
営
に
努
め
て
い
る
。

２２
年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ
入

院
及
び
外
来
患
者
数
が
増
加
し
、

約
１
億
５
０
０
０
万
円
の
経
営
改

善
と
な
っ
た
。
深
刻
な
医
師
不
足

の
解
消
が
、
改
革
プ
ラ
ン
の
早
期

達
成
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
山

形
大
学
へ
の
協
力
要
請
な
ど
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
が
、
成
果
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
。
医
師
確
保
が

困
難
な
理
由
の
一
つ
に
、
他
公
立

病
院
と
比
べ
て
報
酬
が
低
い
こ
と

も
あ
る
の
で
、
医
師
の
待
遇
改
善

を
図
り
、
新
た
な
医
師
の
確
保
に

向
け
た
整
備
を
進
め
た
い
。

放
射
線
量
測
定
の

計
画
と
結
果
の
公
表
は

石
垣
昭
一
議
員

放
射
能
汚
染

の
実
態
を
正
確

に
把
握
す
る
こ

と
は
、
放
射
能
防
護
の
体
制
を
整

え
る
う
え
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

本
市
の
独
自
調
査
は
、
子
ど
も
が

近
づ
く
場
所
、
側
溝
な
ど
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
や
す
い
所
を
集

中
的
に
調
査
し
、
市
民
へ
の
周
知

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
と

し
て
い
る
が
、
今
後
の
測
定
計
画

と
公
表
・
周
知
の
あ
り
方
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長

放
射
線
量
の
測
定
に

つ
い
て
は
、
２３
年
７
月
か
ら
市
内

の
５
カ
所
で
の
定
点
観
測
等
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
昨
年
１１
月
中

に
、
市
内
の
小
・
中
学
校
、
学
童

保
育
所
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
公

民
館
な
ど
の
９８
施
設
に
お
い
て
排

水
溝
や
雨
樋
な
ど
の
ほ
か
、
市
内

の
公
園
１
１
６
カ
所
に
つ
い
て
も

地
表
か
ら
１
㍍
の
高
さ
と
、
５０
㌢

の
高
さ
で
も
測
定
し
て
い
る
。
今

後
は
必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
他
の

場
所
に
お
い
て
も
測
定
を
検
討
し

た
い
。

市
で
は
、
放
射
線
量
の
測
定
結

果
を
市
民
に
公
表
・
周
知
す
る
た

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
マ
ス
コ
ミ
に

公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
周

知
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

発
達
障
が
い
児
へ
の

対
応
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

臨
床
心
理
士

に
よ
る
巡
回
発

達
相
談
の
実
態

と
、
そ
の
後
の
対
応
は
。
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
認
定
を
す
る
医
療

機
関
が
限
ら
れ
て
お
り
、
６
カ
月

待
ち
の
状
況
に
あ
る
が
、
改
善
を

図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

ま
た
、
発
達
障
が
い
児
の
保
育

園
・
児
童
館
、
学
校
、
学
童
保
育

所
で
の
現
状
と
対
応
は
。

山
本
市
長

本
市
で
は
、
１８
年
度

か
ら
臨
床
心
理
士
等
が
市
内
の
保

育
園
、
幼
稚
園
等
を
訪
問
し
て
、

相
談
を
受
け
る
巡
回
発
達
相
談
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、

延
べ
１
０
０
人
程
の
児
童
の
相
談

を
受
け
、
そ
の
後
、
８０
人
程
の
児

童
が
臨
床
心
理
士
と
面
談
し
、
発

達
障
が
い
の
改
善
に
効
果
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
へ
の
特

別
支
援
教
育
専
門
家
に
よ
る
巡
回

相
談
は
、
各
校
で
年
２
回
実
施
し

て
い
る
。
今
後
と
も
幼
児
教
育
機

関
等
と
小
学
校
の
連
携
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
が

長
期
間
を
要
す
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
現
状
の
改
善
に
向
け
て
、
県

に
対
し
要
望
し
て
い
き
た
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
所
持
し

て
い
る
児
童
が
保
育
園
等
に
入
所

し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
児
童
１

人
に
つ
き
１
人
の
担
当
保
育
士
を

配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
に

お
い
て
障
が
い
の
判
定
・
診
断
を

受
け
た
児
童
・
生
徒
が
い
る
場
合

は
、
個
別
の
支
援
計
画
等
を
作
成

し
、
個
々
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
人
的
に
は
、
県
の
加
配

教
員
を
配
置
す
る
ほ
か
、
市
の
す

こ
や
か
ス
ク
ー
ル
支
援
員
等
を
配

置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
障
が
い
児
が
入
所

し
て
い
る
場
合
は
、
県
の
補
助
基

準
に
基
づ
き
、
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
。
今
後
と
も
障
が
い
児
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
と
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
間
の
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

平成24年2月1日発行 （8）



一
般
会
計
１
億
９
８
２
２
万

８
０
０
０
円
を
減
額
す
る
補
正

予
算
及
び
各
特
別
会
計
等
補
正

予
算
８
件
は
、
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
た
後
、

本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

被
災
児
童
・
生
徒
就
学
支
援
等

援
助
及
び
補
助
の
内
容
は

委
員

学
校
給
食
費
の
年
間
一
人

当
た
り
の
補
助
限
度
額
（
完
全
給

食
の
場
合
は
、
小
学
校
が
５
万
１

０
０
０
円
、
中
学
校
が
５
万
８
０

０
０
円
）
で
、
給
食
費
は
賄
え
る

の
か
。
東
京
電
力
の
補
償
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
支
給
さ
れ
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長

こ
の
支
援
制
度

は
、
東
京
電
力
の
補
償
に
関
係
な

く
、
全
額
国
費
対
応
と
な
る
。
給

食
費
の
ほ
か
、
学
用
品
費
等
に
つ

い
て
の
補
助
限
度
額
も
あ
り
、
こ

の
範
囲
内
で
対
応
で
き
る
。

委
員

被
災
児
童
生
徒
就
学
援
助

事
業
の
児
童
・
生
徒
一
人
当
た
り

の
限
度
額
及
び
単
価
の
基
準
は
。

１
カ
月
単
位
で
計
算
す
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長

国
が
算
定
し
た

単
価
は
年
額
で
あ
る
が
、
児
童
・

生
徒
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
て
、

補
助
額
を
月
単
位
で
計
算
し
て
支

給
す
る
も
の
で
あ
る
。

定
期
予
防
接
種

委
託
料
の
増
額
内
容
は

委
員

定
期
予
防
接
種
委
託
料
が

７
５
０
万
１
０
０
０
円
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

子
育
て
支
援
課
長

本
来
、
麻
し

ん
、
風
し
ん
の
４
期
は
、
高
校
３

年
生
で
接
種
し
て
い
る
が
、
高
校

２
年
時
に
修
学
旅
行
で
海
外
へ
行

く
場
合
は
、
高
校
２
年
で
予
防
接

種
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

分
と
し
て
８０
人
分
、
７６
万
３
０
０

０
円
を
増
額
し
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
脳
炎
は
、
国
の
接
種
勧
奨
年

齢
が
、
３
、
４
、
９
、
１０
歳
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
外
の
児
童
も
接
種

し
て
い
る
実
態
に
応
じ
て
増
額
し

て
い
る
も
の
。

農
林
水
産
業
創
意
工
夫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
は

委
員

農
林
水
産
業
創
意
工
夫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
費
４
９
４

万
円
の
内
容
は
。

農
林
課
長

県
事
業
の
新
し
い
取

り
組
み
に
対
す
る
補
助
で
、
２１
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回

は
、「
高
擶
と
も
補
償
協
議
会
」
の

そ
ば
の
コ
ン
バ
イ
ン
１
台
と
、
そ

ば
の
乾
燥
調
製
施
設
一
式
導
入
に

対
す
る
３
分
の
１
の
補
助
額
で
あ

る
。

天
童
古
城
の
整
備
費

増
額
の
内
容
は

委
員

天
童
古
城
地
区
の
整
備
に

要
す
る
経
費
１
億
円
を
増
額
す
る

内
容
と
理
由
は
。

都
市
計
画
課
長

来
年
度
は
、
県

内
で
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
の
新
規
事
業
箇
所
が
多
く
、

予
定
額
全
額
の
内
示
が
難
し
い
と

の
連
絡
が
あ
り
、
前
倒
し
し
て
今

年
度
に
予
算
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
現
在
進
め
て
い
る
愛
宕

沼
の
親
水
空
間
整
備
の
植
栽
や
園

路
工
事
で
、
来
年
度
へ
繰
越
明
許

を
予
定
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
修
繕
費

増
額
の
内
容
は

委
員

市
営
住
宅
の
管
理
に
要
す

る
経
費
の
修
繕
費
２
５
４
万
８
０

０
０
円
増
額
の
内
容
と
修
繕
す
る

住
宅
は
ど
こ
か
。

建
設
課
長

東
日
本
大
震
災
後
に

市
営
住
宅
の
点
検
を
行
い
、
経
年

劣
化
に
よ
る
修
繕
箇
所
が
見
つ
か

り
修
繕
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
既
決

予
算
に
今
後
不
足
が
見
込
ま
れ
る

た
め
の
増
額
で
あ
る
。
久
野
本
第

１
住
宅
、
日
光
住
宅
、
交
り
江
住

宅
の
ト
イ
レ
、
浴
槽
な
ど
の
水
回

り
の
修
繕
を
予
定
し
て
い
る
。

予算特別委員会

２３年度一般会計補正予算
１億９８２２万８０００円を

減額補正

予算特別委員会
正副委員長の互選

１１月３０日に開催された予算特別委員会
において、委員長及び副委員長が互選さ
れました。なお、予算特別委員会は議長
を除く全議員で構成されています。

委 員 長 後藤 和信
副委員長 村山 俊雄

一般会計補正予算（第４号）のあらまし
補 正 額 ▲１億９８２２万８０００円
予算総額 ２０２億８７８４万８０００円

◆主な内容 （単位：千円）

子ども手当の支給に要する経費
▲１８３，４６１

障がい児自立支援の給付に要する経費
１，２４８

私立保育所に要する経費 ５，４５３
放課後児童クラブに要する経費 ７，８８５
農道の整備に要する経費 ９，０５０
常備消防活動に要する経費 ７２５
消防団の活動に要する経費 ２４，２３７

予算特別委員会での審査
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■１０月
２４日 民主市民クラブ研修（全国自治体病院経営都市

議会協議会研修）、環境福祉常任委員会研修会
２５日 経済建設常任委員会所管現地調査
２６日 各派代表者会、全員協議会（会議の持ち方につ

いて）、市長要請全員協議会（子育て支援施設整
備計画について）

２７日 経済建設常任委員会研修会
２７～２８日 総務教育常任委員会研修会
■１１月
１日 山形県市議会議長会議会報研修会（鶴岡市）
７日 各派代表者会
９日 自公・政和会研修（地方議員のための議会基本

条例講座）
９～１１日 環境福祉常任委員会行政視察（東大阪市ほ

か）
１０日 市長要請総務教育常任委員会（消防団再編成に

ついて）、ラ・フランスのトップセールス（大田
市場、日本橋高島屋／議長、市長）

１１日 全国市議会議長会第９１回評議員会（日本都市セ
ンター／議長、局長）

１４～１６日 総務教育常任委員会行政視察（加古川市ほ
か）

１５～１７日 経済建設常任委員会行政視察（蒲郡市ほか）
１６～１７日 山形県市議会議長会定期総会（新庄市／議

長、副議長、局長）
２１日 広報委員会
２２日 国と地方の協議の場等に関する特別委員会（日

本都市センター／議長、局長補佐）、議会運営委
員会

２５日 市長要請環境福祉常任委員会（市民病院医師の
待遇改善について）

２８日 総務教育常任委員会所管事務調査（一中改築に
ついてほか）

２９日 東根市外二市一町共立衛生処理組合全員協議会
及び定例会

３０日～１２月１５日 第５回市議会定例会
３０日 予算特別委員会、各派代表者会、広報委員会
■１２月
７日 市長要請総務教育常任委員会（山形定住自立圏

共生ビジョンについて）、環境福祉常任委員会所
管事務調査（保育園の現状について）

８日 議会運営委員会
１２日 議会運営委員会、全員協議会（議会改革につい

て）、各派代表者会
１４日 議会運営委員会
１５日 議会改革検討委員会（正副委員長の互選）、広報

委員会
２２日 広報委員会
■１月
１７日 広報委員会、各派代表者会、議会改革検討委員会
１９～２０日 茂木議員（無会派）研修（事業仕分けと議

会・議員の役割講座）
２３日 国と地方の協議の場等に関する特別委員会（全

国都市会館／議長、局長）
２４日～２５日 自公・政和会行政視察（龍ヶ崎市ほか）

提出された議案とその結果
（市長提出議案）

結果

報 告

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

件 名

市有施設管理上の瑕疵による事故に伴う損害賠償
の額の決定についての専決処分の報告について

平成２３年度天童市一般会計補正予算
（第４号）

平成２３年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）

平成２３年度天童市都市計画公共下水
道事業特別会計補正予算（第２号）

平成２３年度天童市鍬ノ町土地区画整
理事業特別会計補正予算（第２号）

平成２３年度天童市介護保険特別会計
補正予算（第２号）

平成２３年度天童市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第２号）

平成２３年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第２号）

平成２３年度天童市水道事業会計補正
予算（第１号）

平成２３年度天童市市民病院事業会計
補正予算（第１号）

天童市斎場の設置及び管理に関する
条例の一部改正について

天童市スポーツ振興審議会に関する
条例の一部改正について

天童市農業委員会委員の選挙区及び定
数に関する条例の一部改正について

天童市森林情報館の設置及び管理に
関する条例の一部改正について

天童市公共下水道事業の地方公営企業法適用に伴
う関係条例の整備に関する条例の設定について

議案番号

報第１６号

議第２７号

議第２８号

議第２９号

議第３０号

議第３１号

議第３２号

議第３３号

議第３４号

議第３５号

議第３６号

議第３７号

議第３８号

議第３９号

議第４０号

結果

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

同 意
（全会一致）

（委員会提出議案）

結果

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

（議員提出議案）

結果

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

件 名

山形広域行政協議会の廃止に関する
協議について

荒谷西工業団地の分譲地の処分につ
いて

市道天童高原線道路改良工事請負契
約の締結について

市道の認定及び廃止について

人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて

件 名

地方財政の充実・強化を求める意見
書の提出について

日本海国土軸の構築と社会資本整備
を求める意見書の提出について

件 名

原子力発電所の警備に関する意見書
の提出について

サイバー攻撃・情報保全対策に関す
る意見書の提出について

ＡＰＥＣでのＴＰＰ交渉参加表明に
抗議する意見書の提出について

議案番号

議第４１号

議第４２号

議第４３号

議第４４号

議第４５号

議案番号

委員会提出
議案第３号

委員会提出
議案第４号

議案番号

議員提出
議案第２号

議員提出
議案第３号

議員提出
議案第４号

議議会会ののううごごきき

平成24年2月1日発行 （10）



東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合

（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
）
議
会
報
告

各
市
町
の
負
担
金
が
確
定

平
成
２３
年
１１
月
２９
日
、
東
根
市

外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合

議
会
が
東
根
市
議
会
議
場
で
開
催

さ
れ
、
平
成
２３
年
度
の
各
市
町
の

負
担
金
が
確
定
し
ま
し
た
。
各
市

町
の
内
訳
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

前
年
度
に
対
し
て
全
体
で
８
・

６
％
の
減
で
し
た
。
な
お
、
天
童

市
は
９
・
８
％
の
減
と
な
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
環
境
意
識
の
向
上

が
う
か
が
え
ま
す
。

補
正
予
算
な
ど
５
件
が
可
決

補
正
予
算
は
、
２
億
１
１
６
３

万
９
０
０
０
円
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
２１
億
６
１
３
０
万

４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

減
額
の
大
き
な
要
因
は
、
し
尿

処
理
施
設
改
造
工
事
の
非
常
用
発

電
設
備
部
分
が
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
全
国
的
に
受
注
が
多
く
、

納
期
が
遅
れ
、
繰
り
延
べ
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

ま
た
、
監
査
委
員
に
天
童
市
議

の
狩
野
佳
和
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

平成２３年度構成各市町負担金確定額
（単位：千円）

意
見
書
の
提
出

１２
月
１５
日
の
本
会
議
に
お
い

て
委
員
会
提
出
意
見
書
２
件
、

議
員
提
出
意
見
書
３
件
が
提
出

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
子
力

発
電
所
の
警
備
に
関
す
る
意
見

書
と
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
表
明
に
抗
議
す
る
意
見

書
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
、
そ

の
他
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
意
見
書

は
直
ち
に
関
係
機
関
に
送
付
さ

れ
ま
し
た
。

《
委
員
会
提
出
》

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
（
要
約
）

大
震
災
被
害
自
治
体
及
び
近

隣
自
治
体
が
要
す
る
復
興
費
に

つ
い
て
は
国
の
責
任
に
お
い
て

確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
方
財

政
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、

税
源
移
譲
と
地
方
交
付
税
の
確

保
、
地
方
消
費
税
の
充
実
、
国

の
直
轄
事
業
負
担
金
の
見
直
し

な
ど
抜
本
的
な
対
策
を
進
め
る

こ
と
。

（
提
出
先
・
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
）

《
委
員
会
提
出
》

日
本
海
国
土
軸
の
構
築
と
社
会

資
本
整
備
を
求
め
る
意
見
書

（
要
約
）

日
本
海
側
と
太
平
洋
側
の
国

土
軸
を
均
等
に
整
備
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
災
害
に
強
い
国
土

の
形
成
、
さ
ら
に
は
強
固
な
経

済
基
盤
が
構
築
で
き
る
。
日
本

海
国
土
軸
の
早
期
構
築
に
必
要

不
可
欠
な
社
会
資
本
整
備
を
早

急
に
図
る
こ
と
。

（
提
出
先
・
衆
議
院
議
長
ほ
か
）

《
議
員
提
出
》

原
子
力
発
電
所
の
警
備
に
関
す

る
意
見
書
（
要
約
）

原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
テ

ロ
対
策
が
必
要
で
あ
る
が
、
我

が
国
の
法
体
系
・
警
備
体
制
は

十
分
と
は
言
え
な
い
。
原
発
施

設
を
含
め
た
重
要
施
設
の
警
備

に
つ
い
て
、
自
衛
隊
の
任
務
に

加
え
る
な
ど
、
警
備
体
制
を
早

急
に
検
討
し
、
実
現
で
き
る
も

の
は
早
急
に
実
現
す
る
こ
と
。

（
提
出
先
・
衆
議
院
議
長
ほ
か
）

《
議
員
提
出
》

サ
イ
バ
ー
攻
撃
・
情
報
保
全
対

策
に
関
す
る
意
見
書
（
要
約
）

政
府
機
関
等
を
狙
っ
た
サ
イ

バ
ー
攻
撃
が
明
ら
か
に
な
り
、

我
が
国
の
重
要
な
情
報
が
サ
イ

バ
ー
攻
撃
に
よ
り
海
外
に
流
出

す
る
こ
と
は
国
益
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
か

ら
国
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る

た
め
、
積
極
的
に
対
策
を
構
築

す
る
こ
と
。

（
提
出
先
・
衆
議
院
議
長
ほ
か
）

《
議
員
提
出
》

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
表
明
に
抗
議
す
る
意
見
書

（
要
約
）

政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表

明
に
抗
議
す
る
。
ま
た
、
政
府

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
国
民
的
議

論
が
熟
す
よ
う
、
交
渉
で
得
ら

れ
た
必
要
な
情
報
は
速
や
か
に

明
ら
か
に
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
利
点
、

不
利
と
な
る
点
、
国
益
上
の
危

機
を
分
か
り
や
す
く
国
民
に
説

明
す
る
こ
と
。

（
提
出
先
・
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
）

Ｈ２１年度

３０６，７４１

２３５，６５１

１２９，０２３

１０９，５２０

７８０，９３５

Ｈ２２年度

２９６，８０４

２２３，２６５

１１８，２３３

１０２，１０４

７４０，４０６

Ｈ２３年度（前年比）

２６７，７１５（９０．２）

２０５，５１３（９２．１）

１０９，６９６（９２．８）

９４，０８３（９２．１）

６７７，００７（９１．４）

市町名

天童市

東根市

村山市

河北町

合 計

人権擁護委員に同意

人権擁護委員の三武千種氏が

平成２４年３月３１日をもって任期

満了になることから、伊藤栄子

氏（山口）を後任の委員として

推薦することに同意しました。
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本市議会では、先進的で魅力ある行
政施策を実施している自治体などへの
視察を行っております。
行政視察の成果は、市議会の中で、
本市が抱える行政課題の解決や、市へ
の提言等に反映され、今後のまちづく
りに生かされています。
今回実施した行政視察の内容をご報
告します。

《
兵
庫
県
加
古
川
市
》

市
立
公
民
館
の
指
定
管
理

人
口
２７
万
人
の
加
古
川
市
は
４

人
の
プ
ロ
棋
士
を
輩
出
す
る
「
棋

士
の
ま
ち
」
で
あ
る
。
加
古
川
市

に
は
、
１２
の
市
立
公
民
館
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
１
館
（
別
府
公

民
館
）
の
み
、
平
成
１９
年
４
月
か

ら
指
定
管
理
制
度
を
導
入
し
た
。

別
府
公
民
館
の
運
営
団
体
は
、

地
元
町
内
会
が
母
体
と
な
る
管
理

運
営
委
員
会
で
あ
る
。
地
域
の
各

種
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
評
議
会

２０
人
が
こ
の
運
営
委
員
会
内
に
組

織
さ
れ
て
い
る
。

地
域
住
民
の
認
知
度
・
愛
着
度

が
高
く
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

直
結
し
た
公
民
館
運
営
が
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
参
考
と

な
る
点
が
多
数
あ
っ
た
。

《
兵
庫
県
小
野
市
》

市
役
所
改
革
、
行
財
政
改
革

「
住
む
な
ら

お
の
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
る
小
野
市

の
人
口
は
４
万
９
６
８
５
人
。「
行

政
に
民
間
の
感
覚
と
感
性
を
」
と

掲
げ
た
市
長
選
で
現
市
長
が
当
選

し
、
現
在
４
期
目
。
以
来
、
次
の

４
つ
の
柱
に
基
づ
く
行
政
経
営
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

・
顧
客
満
足
度
志
向

・
成
果
主
義

・
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

・
先
手
主
義

行
政
も
経
営
で
、
よ
り
高
度
で

高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
低

コ
ス
ト
で
提
供
す
る
か
と
い
う
基

本
理
念
を
徹
底
し
て
い
る
。
市

長
・
副
市
長
が
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
様
々
な
改
革

を
実
践
し
て
い
た
。

《
京
都
府
八
幡
市
》

文
化
財
の
保
護
と
活
用

平
安
時
代
に
創
建
さ
れ
た
石
清

水
八
幡
宮
の
門
前
町
と
し
て
栄
え

た
八
幡
市
の
人
口
は
、
７
万
４
２

４
６
人
。
石
清
水
八
幡
宮
を
国
指

定
文
化
財
と
す
る
た
め
、
平
成
１９

年
度
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
み
、よ

う
や
く
今
年
度
国
指
定
文
化
財
の

指
定
を
受
け
た
。

文
化
財
の
保
存
や
新
た
な
文
化

財
の
調
査
・
整
備
は
、
基
本
計
画

を
策
定
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

文
化
財
の
保
存
の
た
め
、
民
家
に

保
管
さ
れ
て
い
る
古
文
書
も
含
め

て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
い
、
文

化
財
を
活
用
す
る
た
め
、
体
育
協

会
と
連
携
し
て
歴
史
散
策
事
業
等

を
実
施
し
て
い
る
。
郷
土
史
の
研

修
団
体
育
成
も
行
い
、
市
内
観
光

地
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
配
置

さ
れ
、
そ
の
対
応
は
丁
寧
で
素
晴

ら
し
か
っ
た
。

《
大
阪
府
東
大
阪
市
》

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

平
成
２２
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
旭
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
さ
ひ
っ
こ
」
は
、
地
域
の
子
育

て
支
援
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
地
域
の
子
育
て
支
援

の
情
報
提
供
な
ど
、
わ
い
わ
い
広

場
で
は
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
等
で
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
子
育
て
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
。
親
子
が
孤
立

し
な
い
よ
う
に
地
域
の
子
育
て
拠

点
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
機
能
的
で

あ
た
た
か
味
の
あ
る
施
設
で
大
変

参
考
に
な
っ
た
。

《
徳
島
県
鳴
門
市
》

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
支
援

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
は
、
来
期

Ｊ
１
昇
格
を
目
指
し
て
い
る
。
行

政
と
し
て
の
負
担
は
少
な
い
が
、

市
民
を
無
料
で
招
待
す
る
「
鳴
門

市
民
デ
ー
」
を
開
催
し
、
選
手
が

地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
住
民
と
の
交
流
を
活
発
に

行
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
市

と
し
て
、
多
く
の
市
民
を
渦
潮
の

よ
う
に
巻
き
込
み
な
が
ら
の
ム
ー

ド
づ
く
り
が
参
考
に
な
っ
た
。

女
性
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

配
偶
者
暴
力
支
援
セ
ン
タ
ー
機

公民館の運営を視察（加古川市）

総
務
教
育
常
任
委
員
会

１１
月
１４
日
〜
１６
日

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

１１
月
９
日
〜
１１
日

平成24年2月1日発行 （12）



常任委員会
平成２３年度 常任委員会 行政視察一覧

能
を
備
え
た
「
ぱ
ぁ
と
な
ー
」
は
、

平
成
２３
年
度
か
ら
女
性
子
ど
も
支

援
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
家
庭
児
童

相
談
員
を
２
名
配
置
し
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
と
子
ど
も
の
同
時
支
援
を
確

立
し
て
い
る
。

住
民
生
活
に
密
着
し
て
い
る
市

役
所
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
、

心
寄
り
添
う
支
援
と
し
て
、
わ
か

り
や
す
い
窓
口
の
工
夫
が
大
切
だ

と
思
っ
た
。

《
大
阪
府
池
田
市
》

総
合
窓
口
サ
ー
ビ
ス

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
財

政
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
、
部

と
課
を
統
合
し
、
ス
リ
ム
で
効
率

的
な
組
織
に
再
編
成
し
た
。
ま
た
、

異
動
に
関
す
る
届
出
受
付
業
務
と

証
明
書
発
行
業
務
を
分
離
し
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
総
合
窓
口

課
を
新
設
し
た
。
ま
た
、プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
委
託
業
者
を
募
集
し
、
２３

年
７
月
か
ら
民
間
の
会
社
に
総
合

窓
口
業
務
を
全
面
的
に
委
託
し
、

そ
れ
に
よ
り
職
員
も
削
減
さ
れ
た
。

個
人
情
報
も
厳
し
く
管
理
さ
れ

て
お
り
、
効
率
的
な
組
織
運
営
と

働
き
や
す
い
設
備
、
配
置
、
動
線

が
理
想
的
と
思
わ
れ
た
。

《
愛
知
県
蒲
郡
市
》

創
造
的
事
業
活
動
支
援
制
度

繊
維
工
業
が
盛
ん
な
蒲
郡
市
で
、

先
進
的
・
独
創
的
な
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
研
究
開
発
し
、
そ
れ
を
事

業
化
し
て
い
く
中
小
企
業
に
対
し

て
、
市
と
し
て
独
自
に
支
援
し
て

い
く
も
の
で
、
補
助
率
３
分
の
２

以
内
で
、
技
術
研
究
開
発
に
必
要

な
原
材
料
や
資
材
が
対
象
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
１４
の
企
業
が
支
援
を
受

け
、
人
工
培
養
皮
膚
の
開
発
か
ら

ミ
カ
ン
の
有
望
品
種
育
成
ま
で

様
々
で
あ
っ
た
。

結
果
的
に
は
商
品
化
で
き
な

か
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
創
造
的

な
研
究
開
発
を
し
て
い
く
中
小
企

業
の
積
極
的
な
姿
勢
は
評
価
す
べ

き
で
、
本
市
で
も
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
ほ
し
い
制
度
で
あ
っ
た
。

《
兵
庫
県
赤
穂
市
》

観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

赤
穂
市
が
全
国
に
誇
る
「
忠
臣

蔵
の
ふ
る
さ
と
」
と
「
塩
の
ま
ち
」

と
い
っ
た
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
以
外

に
光
を
当
て
、
赤
穂
の
多
彩
な
魅

力
を
再
発
見
す
る
目
的
で
作
成
さ

れ
た
。
Ｊ
Ｒ
赤
穂
線
沿
線
各
市
と

連
携
し
た
「
牡
蠣
ま
つ
り
」
な
ど

の
グ
ル
メ
や
広
域
観
光
に
よ
る
大

阪
・
京
都
方
面
か
ら
の
日
帰
り
の

誘
客
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

岡
山
県
に
ま
た
が
る
定
住
自
立

圏
構
想
に
よ
る
広
域
観
光
、
集
客

力
の
大
き
い
Ｊ
Ｒ
の
プ
ラ
ン
、
観

光
協
会
で
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作

な
ど
、
各
種
団
体
と
の
チ
ー
ム
プ

レ
イ
に
よ
る
事
業
の
推
進
は
、
本

市
も
見
習
う
べ
き
こ
と
が
多
い
と

感
じ
た
。

《
京
都
府
長
岡
京
市
》

都
市
景
観
形
成

市
内
全
域
に
お
い
て
◎
西
山
を

大
切
に
し
、
ど
こ
か
ら
も
見
え
る

街
並
み
（
場
所
で
異
な
る
建
物
の

高
さ
制
限
）
◎
西
山
か
ら
市
街
地

へ
の
緑
の
流
れ
（
建
築
物
等
を
郷

土
色
へ
の
誘
導
）
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

建
築
確
認
申
請
は
年
間
約
４
０

０
件
で
、
中
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の

屋
根
を
希
望
す
る
人
も
い
る
が
、

趣
旨
を
説
明
し
て
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
新
築
の
住
宅
等
に

規
制
が
か
か
る
の
で
、
建
物
が
全

て
立
て
替
え
に
な
る
５０
年
先
を
見

越
し
た
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
と
い
う
。

本
市
の
古
城
西
地
区
（
三
日

町
・
五
日
町
）
で
は
外
壁
を
白
系

に
統
一
す
る
な
ど
同
系
統
の
景
観

が
で
き
つ
つ
あ
る
が
、
本
市
も
今

後
、
景
観
計
画
を
検
討
し
て
い
く

べ
き
と
感
じ
た
。

総合窓口サービスを視察（池田市）赤穂城跡で説明を受ける（赤穂市）

視察内容
市立公民館の指定管理について

市役所改革、行財政改革について
文化財の保護と活用について
地域子育て支援センター事業について
徳島ヴォルティスの支援について
女性子ども支援センター「ぱぁとなー」について

総合窓口サービスについて
創造的事業活動支援制度について
観光アクションプログラムについて
都市景観形成について

視察先
兵庫県加古川市

兵庫県小野市
京都府八幡市
大阪府東大阪市

徳島県鳴門市

大阪府池田市
愛知県蒲郡市
兵庫県赤穂市
京都府長岡京市

常任委員会

総 務 教 育
常任委員会

環 境 福 祉
常任委員会

経 済 建 設
常任委員会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

１１
月
１５
日
〜
１７
日
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私
が
住
ん
で
い
る
八
千
代
台

は
、
で
き
て
か
ら
３０
年
に
も
満

た
な
い
新
し
い
ま
ち
で
す
。
昭

和
５９
年
１２
月
か
ら
入
居
が
始
ま

り
、
集
う
公
民
館
も
な
く
小
さ

な
出
会
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

地
元
荒
谷
の
御
厚
意
や
議
員
さ

ん
の
お
力
を
い
た
だ
き
、

今
で
は
１
８
０
戸
近
い

集
落
に
な
り
ま
し
た
。

立
谷
川
沿
い
に
さ
く

ら
ん
ぼ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
（
間
沢
・
寒
河

江
・
山
形
線
自
転
車
歩

行
者
専
用
道
）
が
あ
り
、

河
川
敷
は
八
千
代
台
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
方
々
の
手

で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
に

は
桜
が
咲
き
、
秋
の
草
紅
葉
も

捨
て
が
た
い
美
し
さ
を
魅
せ
て
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
芋
煮
会
な
ど
を
楽
し
む

人
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
１２
月
定
例
会
に
お
い

て
、
一
般
質
問
を
傍
聴
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
見

る
議
場
に
緊
張
感
を
覚
え
な
が

ら
傍
聴
席
に
着
き
ま
し
た
。
山

口
桂
子
議
員
の
乳
幼
児
健
康
診

査
、
Ｄ
Ｖ
サ
ポ
ー
ト
な
ど
は
興

味
深
く
、
防
災
関
係
は
身
近
な

問
題
で
し
た
。
赤
塚
幸
一
郎
議

員
と
伊
藤
護
國
議
員
は
、
市
長

公
約
の
検
証
の
ほ
か
、
観
光
振

興
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
つ
い

て
の
質
問
で
し
た
。
観

光
に
つ
い
て
は
、
大
震

災
の
風
評
被
害
で
特
に

農
家
は
サ
ク
ラ
ン
ボ

シ
ー
ズ
ン
時
の
痛
手
の

大
き
さ
を
推
し
量
り
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
お
り

ま
し
た
。

短
い
時
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
地
域
に
密
着
し
た
身
近

な
問
題
を
熱
心
に
議
論
し
な
が

ら
決
め
ら
れ
て
、
ま
ち
の
発
展

や
私
達
の
生
活
が
あ
る
の
だ
と

感
慨
深
く
思
い
ま
し
た
。

昨
年
は
辛
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多

い
年
で
し
た
が
、
今
年
は
再
生

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
活
気
あ
ふ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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集
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会

印
刷

大
場
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刷
株
式
会
社

�
昨
年
の
３
月
１１
日
の
東
日
本

大
震
災
は
、
国
民
の
生
活
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
傷
跡
は
未
だ
癒
え
る
こ
と

な
く
、
国
の
救
済
策
に
も
大
き

な
課
題
を
残
し
て
お
り
ま
す
。

�
市
議
会
で
も
、
防
災
対
策
の

強
化
を
求
め
る
声
が
相
次
い
だ

一
年
で
し
た
。「
天
災
は
忘
れ
た

頃
に
や
っ
て
く
る
。
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
…
」
と
い
う
言
葉

を
改
め
て
か
み
し
め
た
い
。

�
議
会
改
革
検
討
委
員
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
議
会
活
動

の
更
な
る
活
性
化
…
」「
議
員
定

数
の
あ
り
方
」
等
々
に
つ
い
て

幅
広
い
議
論
の
下
で
、
実
り
の

あ
る
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

《
広
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委
員
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この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。ホームページ http://www.city.tendo.yamagata.jp

3月定例議会の日程（予定）
２月２８日（火）本会議（初日）
３月２日（金）本会議（一般質問）

５日（月）本会議（一般質問）
６日（火）常任委員会
７日（水）常任委員会
８日（木）常任委員会
９日（金）予算特別委員会
１２日（月）予算特別委員会
１３日（火）予算特別委員会
１４日（水）予算特別委員会
１５日（木）予算特別委員会
２１日（水）本会議（最終日）

※請願の締め切りは、２月２０日（月）
正午までの予定です。

※なお、日程は変更になる場合が
あります。詳しくは議会事務局
までお問い合わせください。

編

集

後

記

で天童市議会

広報委員会からのお願い
分かりやすい「議会だより」の編集を目指しています。編集の
参考にさせていただきますので、ご意見・ご感想をお寄せください。

インターネットで議会中継
天童市議会では、本会議をインターネットで生中継しています。
また、約１週間後には録画でもご覧いただけます。
市議会の詳しい内容（議会構成、議員名簿、会議録、議会だよ
り等）は、ホームページでご確認できます。

請願・陳情の結果
今定例会で審査された請願・陳情は１件で、所管常任委員会

で審査したあと、結果は次のようになりました。

結 果

採 択
（全会一致）

付 託
委員会

総務
教育

提 出 者

連合山形地域協議会
議長 大城 啓

件 名

地方財政の充実・強化を求める
請願

市議会を傍聴して
想うこと

山本 英子（八千代台）


